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第１章 計画の基本的事項 

１．計画策定にあたって 

（１）世界の動向 

■ＳＤＧｓ 

2015年（平成 27 年）の国連サミットで採択された「誰一人取り残さない」持続可能で

多様性と包摂性のある社会の実現のための、2030 年（令和 12 年）を年限とする 17の国際

目標です。17の国際目標の下に 169のターゲット、232の指標が定められています。 

ＳＤＧｓの特徴としては、次の５つが挙げられます。 

 

 

（２）国の動向 

■スポーツ基本法 

スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって国民の心身の健全な発達、明

るく豊かな国民生活の形成、活力ある社会の実現及び国際社会の調和ある発展に寄与するこ

とを目的として平成 23年に成立しました。 

■第２期スポーツ基本計画 

「スポーツ基本計画」はスポーツ基本法の理念を具体化し、国、地方公共団体及びスポ

ーツ団体等の関係者が一体となってスポーツ立国の実現を目指すうえでの重要な指針とな

るものです。第２期スポーツ基本計画は平成 29年に策定され、以下の４つの基本方針の

下に施策が展開されています。 

また、同計画はスポーツの枠を超えて異分野と積極的に連携・協働することや障害者スポ

ーツの振興やスポーツの成長産業化などの重点施策が盛り込まれていることなどが特徴的で

す。 

 

「普遍性」：先進国を含め、全ての国が行動 

「包摂性」：人間の安全保障の理念を反映し「誰一人取り残さない」 

「参画型」：全てのステークホルダーが役割を 

「統合性」：社会・経済・環境に統合的に取り組む 

「透明性」：定期的にフォローアップ 

１ スポーツで「人生」が変わる！ 

２ スポーツで「社会」を変える！ 

３ スポーツで「世界」とつながる！ 

４ スポーツで「未来」を創る！ 
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■スポーツ実施率向上のための行動計画 

成人の週１日以上のスポーツ実施率が上昇傾向にある一方で、成人の半数近くはほとんど

スポーツをしていないという状況を踏まえて、スポーツ実施率の向上を目的に平成 30年に

策定されました。 

スポーツ実施率向上のための具体的取り組みとして、以下の３つの観点から取り組むべ

き施策がまとめられています。 

 

 

（３）愛知県の動向 

■いきいきあいちスポーツプラン 

愛知県では平成 30年に「いきいきあいちスポーツプラン」が策定されました。同計画は

「学校と地域における子どものスポーツ機会の充実」「ライフステージに応じたスポーツ活

動の推進」「住民が主体的に参画する地域のスポーツ環境の整備」「競技力の向上を目指す取

組の推進」の４つの基本施策の下、取り組みを展開するとともに、各基本施策が相互に連携

し、活力ある「スポーツ愛知」の実現を目指すものとなっています。 

 

（４）豊川市の動向 

豊川市では「健康・仲間・人づくり！笑顔あふれるスポーツの盛んなまち豊川」を基本理

念とし生涯スポーツ社会の実現を目指す「豊川市スポーツ振興計画」を平成 22年３月に策

定しました。平成 26年度に見直しを行い「豊川市スポーツ振興計画（改訂版）」に基づき、

スポーツの振興に関する取り組みを進めてきました。 

この度「豊川市スポーツ振興計画（改訂版）」が令和元年度で計画期間を終了することか

ら、世界、国、愛知県の動向を踏まえつつ、「第６次豊川市総合計画」など上位関連計画と

の整合を図りながら、より時代に即した効果的なスポーツ施策を推進するために「第２期豊

川市スポーツ振興計画」を策定します。 

  

〔１〕施策の対象 

①全体 ②子ども・若者 ③ビジネスパーソン ④高齢者 ⑤女性 ⑥障害者 

〔２〕施策の段階 

①スポーツをする気にさせる施策 ②スポーツをするために必要な施策 ③スポーツを習慣

化させるための施策 

〔３〕施策に取り組むべき主体 

①国 ②地方自治体 ③産業界 ④スポーツ団体等 ⑤医療福祉関係者 ⑥学校等 
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２．本計画におけるスポーツの定義 

本計画では、野球やサッカーなどの競技スポーツだけでなく、ウォーキング、ハイキング、

体操、ダンス、ヨガなど、健康及び体力の保持増進を図るためにされるすべての活動を「ス

ポーツ」と定義します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スポーツ 

健康及び体力の保持増進を図るためにされるすべての活動 

体操 野球 

ダンス ヨガ 
ハイ 

キング 

サッカー 

など 

ウォー 

キング 

すべて 

スポーツ 
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３．スポーツ推進の意義 

スポーツは、体力の向上やストレスの解消、生活習慣病の予防、介護予防など心身の両面

にわたり健康の保持増進に寄与する身体的・精神的意義があるだけでなく、家族や仲間、さ

らには地域コミュニティの形成など社会的な意義も有します。子どもたちにとっては、スポ

ーツを通してスポーツマンシップやフェアプレー精神を育むことができるほか、特に幼児期

に運動習慣を身に付けることは、その後の運動能力向上や生涯における健康な身体づくりに

つながります。 

また、人口減少や急激な少子高齢化に悩む地方にとって、スポーツが地域活性化のため、

産業や観光と結びつき、地方における地域振興の新たなアプローチとして重要な戦略となっ

ています。 

 

【スポーツ推進の意義のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

身体的 

意義 

精神的 

意義 

社会的 

意義 

経済的 

意義 

体力の向上 

生活習慣病予防 

介護予防 など 

ストレス解消 

スポーツマンシップ 

フェアプレー精神 

      など 

 

スポーツの産業化 

地域振興 など 

 

家族や仲間 

協働の精神 など 
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４．計画の位置付け 

本計画は、スポーツ基本法第 10条第１項に規定する「地方スポーツ推進計画」にあたります。 

また、国の第２期スポーツ基本計画や愛知県のいきいきあいちスポーツプランの趣旨・意

向を踏まえるとともに、第６次豊川市総合計画、第２期豊川市教育振興基本計画など上位関

連計画との整合を図りながら、本市のスポーツの推進における基本的な考え方や施策を示す

ものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．計画期間 

本計画は令和２年度から令和 11 年度までの 10 年間を計画期間とします。また、計画の中

間年次となる令和６年度には、社会状況の変化や計画の進捗状況等を踏まえ、見直しを行う

こととします。 

 

 

豊川市の上位計画 

第６次 

豊川市総合計画 

第２期豊川市 

スポーツ振興計画 

豊川市の関連計画 

第２期豊川市教育振興基本計画 

第３次豊川市生涯学習推進計画 

など 

国の関連計画 

第２期スポーツ基本計画 

愛知県の関連計画 

いきいきあいち 

スポーツプラン 
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第２章 現状と課題 

１．豊川市のスポーツ環境 

（１）競技スポーツ 

① 豊川市体育協会 

豊川市体育協会は、豊川市における社会体育

の健全なる発達を図り、スポーツ精神の昂揚と

市民体位の向上に寄与することを目的として、

昭和 38年に発足しました。令和元年度現在で 36

団体が加盟し、多種目にわたり、スポーツ機会の

提供や普及・指導に取り組んでいます。 

豊川市体育協会加盟団体 

（36団体：令和元年度） 

軟式野球協会 空手道連盟 

バスケットボール協会 クレー射撃協会 

バレーボール協会 ゲートボール協会 

ソフトテニス協会 ボウリング協会 

卓球協会 少林寺拳法連盟 

柔道会 グラウンド・ゴルフ協会 

剣道連盟 ソフトバレーボール協会 

弓道会 ペタンク協会 

陸上競技協会 ゴルフ協会 

サッカー協会 スポーツダンス協会 

山岳会 パターゴルフ協会 

スキー協会 空道協会 

レクリエーションクラブ ビーチボール協会 

銃剣道連盟 日本拳法連盟 

バドミントン協会 健康太極拳協会 

水泳協会 スポーツチャンバラ協会 

テニス協会 シュートボクシング連盟 

ソフトボール協会 フルコンタクト空手道連盟 
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② 豊川市スポーツ少年団 

豊川市スポーツ少年団は、日本スポーツ少年

団の目的に従い、地域の学校教育活動外におい

て、スポーツを通じて青少年の心身の健全な育

成を図るための活動団体であり、スポーツ活動

だけでなく社会奉仕活動や団体相互の交流活

動・仲間づくり等、幅広く活動しています。令和

元年度現在で９種目 35団体が活動しています。 

豊川市スポーツ少年団登録団体 

（９種目、35団体：令和元年度） 

軟式野球（12団体） 剣道（４団体） 

硬式野球（２団体） バレーボール（２団体） 

空手道（５団体） ミニバスケットボール（１団体） 

サッカー（７団体） ドッジボール（１団体） 

少林寺拳法（１団体）  

 

（２）地域スポーツ 

① 豊川市スポーツ推進委員会 

豊川市スポーツ推進委員会は、昭和 36 年に豊

川市体育指導委員会の名称で発足しました。同

年、文部省（文部科学省）が「スポーツ振興法」

を公布したことにより、体育指導委員（スポーツ

推進委員）は非常勤公務員として法的に位置付

けられました。また、平成 23年に「スポーツ振

興法」を全部改正した「スポーツ基本法」が公布

され、「体育指導委員」の名称が「スポーツ推進

委員」へと変更されました。 

23 名での発足でしたが、宝飯郡４町との合併

を経て、現在、スポーツ推進委員は 26小学校区

で 74名が在籍しており、ニュースポーツの普及

と実技指導、豊川市主催行事の運営・協力等、地

域住民のスポーツ振興を目的とする様々な職務

を行っています。スポーツ推進委員は、地域にお

いて最も身近なスポーツ指導者であり、その知

識と経験を向上させるために、随時研修等を行

い、職務に取り組んでいます。 
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② 校区体育振興会 

豊川市では、地域住民の健康増進と体力向上

を目的として、26 小学校区にそれぞれ校区体育

振興会が組織されています。校区体育振興会は、

スポーツ推進委員や各地区で選出されている地

区体育委員などが中心となり、それぞれの校区

内で行われる市民体育大会の予選会や運動会、

ニュースポーツを中心とした大会、教室など

様々なスポーツ行事の企画・運営などを行って

います。 

 

③ 総合型地域スポーツクラブ 

総合型地域スポーツクラブは、人々が身近な

地域でスポーツに親しむことのできる新しいタ

イプのスポーツクラブであり、子どもから高齢

者まで多世代が、多様な種目のスポーツを初心

者からトップレベルまで、それぞれの志向・レベ

ルに合わせて参加することができるという特徴

を持つ、地域住民により自主的・主体的に運営さ

れるスポーツクラブです。総合型地域スポーツ

クラブには、学校・地域連携や健康増進、体力向

上、子育て支援などの地域の課題を解決すると

ともに、スポーツを通じて「新しい公共」を担う

地域コミュニティの核として発展していくこと

が期待されています。豊川市では、現在、平成 15

年度より活動を開始した音羽スポーツクラブを

はじめとして、わすぽ一宮、こざかいスポーツク

ラブの３クラブが活動しています。 
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（３）スポーツの指導者や支援活動 

本市における主なスポーツ指導としては、全 26小学校区に委嘱しているスポーツ推進委

員が、ニュースポーツの普及や実技指導等を行っているほか、体育協会やスポーツ少年団

等において競技種目に精通したスポーツ経験者等が指導や団体運営を行っています。 

また、大会や地域行事の実施にあたっては、

主催団体だけでなく、地域の方や保護者など

活動を支援する方も必要不可欠です。マラソ

ンイベント等では、多くのボランティアの活

動が大会運営をささえており、体育振興会行

事では、体育委員をはじめとする地域の方が

行事をささえています。 

そのほか、プロバスケットボールクラブの

三遠ネオフェニックスによるバスケットボー

ル教室、東海理化硬式野球部による野球教室、

マラソンイベントにおける企業協賛や企業ボ

ランティアなど民間の企業・団体による社会

貢献活動等が行われており、スポーツ指導や

イベント運営の面で本市のスポーツ環境に寄

与しています。 

  
写真提供：株式会社東海理化 
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（４）スポーツ施設等 

① 市スポーツ施設等 

スポーツ課が所管（指定管理施設・直営施設）する 25 カ所のスポーツ施設では、利用者の

合計が平成 25年度から平成 30年度にかけて約２万８千人増加しています。 

市民意識調査によると自宅でスポーツをする人の割合が増加しているほか、市内の民間施

設を利用する人も増加しています。 

施設名 施設概要（平成 30年度） 
利用状況（人） 
平成 

25年度 
平成 

30年度 

総合体育館 
〇メーン・アリーナ（観覧席 880人） 
〇サブ・アリーナ   〇トレーニング室 
〇レク・アリーナ 

287,137 282,328 

陸上競技場 
（日本陸上競技連盟
第３種公認競技場） 

〇トラック（全天候型ウレタン舗装 400ｍ８レーン） 
〇インフィールド（天然芝：サッカーコート） 
〇跳躍場・投てき場  〇観覧席（10,000 人） 

70,663 78,294 

市野球場 
〇野球場（１面）   〇照明設備 
〇観覧席（2,200 人） 

29,158 25,482 

市サッカー場 
〇Ａコート（天然芝 105ｍ×68ｍ・観覧席 1,600 人） 
〇Ｂコート（土 60ｍ×40ｍ・照明設備） 

18,685 16,393 

弘法山公園野球場 〇野球場（１面）   〇照明設備 2,290 1,276 
本野原第一公園広場 〇野球場（１面）   〇照明設備 2,450 1,977 

市庭球場 
〇庭球場（クレーコート：８面） 
〇照明設備      〇観覧席（480 人） 

58,684 52,572 

桜ヶ丘公園庭球場 
〇庭球場（ハードコート：３面） 
〇照明設備 

9,479 10,122 

スポーツ公園野球場 〇野球場（１面） 2,812 35,414 

市プール※ 
〇50ｍ（９コース）  〇25ｍ（10 コース） 
〇幼児用プール    〇ファミリープール  
〇幅広すべり台    〇観覧席（1,600 人） 

34,217 19,470 

武道館 
〇競技場             〇柔道場 
〇弓道場              〇トレーニング室 

88,635 92,645 

野外センター 
（きららの里） 

〇ログハウス（４棟） 〇ケビン（３棟） 
〇野外炊事場     〇ファイア広場 
〇屋根付広場 

7,101 6,871 

農業者トレーニング 
センター 

〇アリーナ 55,597 58,914 

一宮体育センター 〇アリーナ 18,141 21,558 
東上野球場 〇野球場（１面）   〇照明設備 14,817 8,004 
足山田野球場 〇野球場（１面） 10,060 6,108 

上長山庭球場 
〇庭球場（クレーコート：４面） 
〇多目的広場（ゲートボール場３面） 
〇照明設備 

10,150 12,117 

いこいの広場 〇多目的広場     〇ゲートボール場（５面） 7,485 4,488 

音羽運動公園 
〇多目的広場     〇庭球場（砂入人工芝：４面） 
〇弓道場（遠的）      〇キャンプ場 

24,989 28,370 

御津体育施設 
〇第１アリーナ（観覧席 180 人） 
〇第２アリーナ    〇弓道場（照明設備） 
〇多目的ルーム    〇庭球場（砂入人工芝：２面） 

65,125 84,276 

三河臨海緑地内臨海球場 〇野球場（２面） 19,395 21,343 
御幸浜パターゴルフ場 〇コース（天然芝：18 ホール） 7,659 6,826 
小坂井庭球場 〇庭球場（砂入人工芝：２面） 8,859 9,876 
柏木浜パターゴルフ場 〇コース（天然芝：18 ホール） 16,253 11,858 
小坂井Ｂ＆Ｇ海洋センター 
（屋内温水プール） 

〇25ｍ（６コース）  〇幼児用プール 
〇ジャグジー 

76,556 78,087 

合計 946,397 974,669 
※市プールは令和元年９月で廃止 
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② 学校開放施設 

小学校（26校）、中学校（10校）における施設の開放では、利用者の合計が平成 25年度か

ら平成 30年度にかけて約４万１千人減少しています。ただし、中学校弓道場及び中学校卓球

場では利用者数が増加しています。 

市内の公共施設や民間施設、自宅や道路などの身近な場所でスポーツをする人が増えたこ

ともあり、学校開放施設の利用者数の減少にも影響している可能性があります。 

学校開放施設 
利用者数 

平成 25年度 平成 30年度 

体育館 

（屋内運動場） 

小学校 200,304人 194,823 人 

中学校 83,207人 77,051 人 

小計 283,511人 271,874 人 

運 動 場 小・中学校 90,296人 63,410 人 

中 学 校 武 道 場 40,548人 34,122 人 

中 学 校 弓 道 場 1,320人 1,520人 

中 学 校 卓 球 場 8,355人 11,707 人 

合 計 424,030人 382,633 人 

 

   

  

陸上競技場及び市野球場 武道館（柔道場） 

運動場（学校） 体育館（学校） 
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２．豊川市のこれまでの主な取り組み 

市民意識調査によると、市や校区体育振興会などが主催するスポーツ事業に参加したこと

がある人は 53.0％で、平成 25年度の前回調査時から増加しています。また、平成 25年度か

ら平成 30年度にかけての各事業の参加者数をみると、リレーマラソンやニュースポーツ出前

教室などの事業では増加している一方、スポーツフェスティバルや水泳大会などの事業では

減少しており、社会情勢や市民ニーズの変化により影響をうけていると考えられます。 

【スポーツ事業への参加状況】 

 

事業名 事業概要（平成 30年度） 
参加者数（人） 
平成 

25年度 
平成 

30年度 

豊川リレーマラソン １チーム４人～10人のチームでタスキをつなぎ、42.195kmを走る大会です。 2,621 3,491 

トヨカワシティ 
マラソン大会 

10ｋｍ(１～５部)、５ｋｍ(６～９部)、３ｋｍ(10 部、11部、ジ
ョギングの部)の３部門によるマラソン大会です。 

2,598 2,306 

豊川市市民体育 
大会 

多くの市民がスポーツに親しみ、健康増進やスポーツマンシップの高揚
を図りつつ、市民相互の親睦ときずなを深めることを目的として、各小
学校区代表チームにより、７種目９競技の体育大会です。 

2,685 2,514 

豊川市民水泳大会 市内に在住、在学、在勤の小学生以上を対象にした水泳大会です。 442 272 

トップアスリート
ふれあい交流事業 

トップレベルの競技者や指導者によるスポーツ教室や講演会な
どを開催します。 

2,598※ 200 

ウォーキング教室 
保健センターと連携して、初級者向け「はじめるウォーキング教室」、
中級者向け「たのしむウォーキング教室」専門的な「こだわるウォ
ーキング教室」へと発展させたウォーキング教室を行います。 

- 81 

豊川市・設楽町 
スポーツ交流事業 

豊川の上・下流地区の交流活動を促進することを目的にスポー
ツを通じた交流を行います。 

30 53 

ファミリー 
キャンプ 

親子で参加できる家族が対象で、キャンプファイヤ、魚つかみ等
を行います。 

53 68 

ニュースポーツ 
出前教室 

各小学校区においてスポーツ推進委員を中心にニュースポーツ
などの大会や教室を行います。 

4,024 4,263 

中学校区スポーツ
交流事業 

各中学校区において年３回程度、スポーツ推進委員を中心に行
うスポーツ交流事業を行います。 

557 827 

スポーツ 
フェスティバル 

「体育の日」を中心に市内のスポーツ施設を使用し、体育協会加
盟団体ごとに開催されるスポーツ教室や大会です。 

5,423 4,034 

豊川市内事業所 
対抗総合体育大会 

市内の従業員概ね 50 名以上の事業所が参加し、15 競技 23 種目
で行い事業所ごとに総合得点を競う大会です。 

1,339 1,398 

豊川市スポーツ少年
団運動適性テスト 

団員の体力を測定することで、運動の基礎となる能力や身体の動き
を総合的に判定し、運動の適性をとらえようとする事業です。 

612 534 

豊川市スポーツ 
少年団交流大会・ 
奉仕作業 

スポーツ少年団員が指導者や保護者・スタッフの協力のもと、各
種競技を行い、少年団の交流を図る。また競技終了後、豊川公園
内を清掃、奉仕活動を行います。 

624 567 

※ トップアスリートふれあい交流事業の平成２５年度の数値はトヨカワシティマラソン大会と併催のため、同

大会の参加者数 

53.0 

48.4

44.7 

48.1

2.4 

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(N=804)

前回調査

(N=835)

参加したことがある（応援を含む） 参加したことはない 無回答
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３．市民意識調査結果 

（１）豊川市のスポーツに関する市民意識調査 

① するスポーツ 

18 歳以上（以下「成人」という。）の週１日以上のスポーツ実施率は 50.4％と前回調査時

よりも増加しており、市民の間に運動やスポーツをする習慣が着実に定着していることがう

かがえます。ただし、年齢層別にみると 70歳以上で高くなっている一方、40歳代の割合は低

くなっています。全く運動をしていない人は 30歳代、40歳代で特に高くなっています。スポ

ーツをしていない理由をみると、忙しく時間がないことやきっかけがないこと、スポーツが

嫌いあるいは苦手であることが挙げられています。 

 

【運動をする頻度】 

 

 

 

 

12.2 

5.7

16.2 

12.9

22.0 

20.4

13.3 

14.3

7.0 

7.7

28.2 

37.6

1.1 

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(N=804)

前回調査

(N=835)

毎日 週３～４日程度 週１～２日程度 月１～３日程度

年１～３日程度 全くしていない 無回答

16.2

9.3

14.8

17.4

24.3

20.3

14.5

12.6

7.0

7.0

23.2

32.2

0.0

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

(N=345)

女性

(N=454)

毎日 週３～４日程度 週１～２日程度 月１～３日程度

年１～３日程度 全くしていない 無回答
2.9 

4.4 

5.0 

8.8 

13.0 

24.9 

11.6 

8.8 

7.9 

12.5 

22.1 

24.9 

26.1 

27.5 

23.0 

25.7 

17.5 

19.0 

29.0 

13.2 

13.7 

18.4 

9.7 

7.8 

8.7 

9.9 

9.4 

8.8 

7.1 

2.4 

21.7 

35.2 

41.0 

25.7 

29.9 

19.5 

0.0 

1.1 

0.0 

0.0 

0.6 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８～２９歳

(N=69)

３０～３９歳

(N=91)

４０～４９歳

(N=139)

５０～５９歳

(N=136)

６０～６９歳

(N=154)

７０歳以上

(N=205)

毎日 週３～４日程度 週１～２日程度 月１～３日程度

年１～３日程度 全くしていない 無回答
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【年齢層別にみるスポーツをしていない理由】 

 

 

  

スポーツが
嫌い・苦手

関心がない
忙しい・

時間がない
仲間がいない お金がかかる

指導者が
いない

場所がない

１８～２９歳
(N=15) 26.7 40.0 73.3 13.3 20.0 6.7 13.3

３０～３９歳
(N=32) 25.0 18.8 78.1 18.8 12.5 3.1 6.3

４０～４９歳
(N=57) 28.1 15.8 52.6 12.3 21.1 1.8 1.8

５０～５９歳
(N=35) 25.7 11.4 45.7 11.4 22.9 2.9 11.4

６０～６９歳
(N=46) 15.2 17.4 34.8 13.0 4.3 0.0 0.0

７０歳以上
(N=40) 15.0 15.0 22.5 12.5 2.5 0.0 2.5

きっかけが
ない

スポーツをする
必要がない

健康上の理由 その他 無回答

１８～２９歳
(N=15) 26.7 6.7 6.7 6.7 0.0

３０～３９歳
(N=32) 40.6 6.3 3.1 6.3 0.0

４０～４９歳
(N=57) 38.6 3.5 17.5 1.8 1.8

５０～５９歳
(N=35) 31.4 0.0 14.3 2.9 5.7

６０～６９歳
(N=46) 34.8 4.3 19.6 0.0 2.2

７０歳以上
(N=40) 10.0 10.0 47.5 7.5 12.5

スポーツは「する」だけじゃない！ 

 

スポーツへの関わり方としては、スポーツを「する」ことだけでなく「みる」

「ささえる」ことも含まれます。 

 

① スポーツを「する」ことで「楽しさ」や「喜び」を得られ、これがスポーツ

の価値の中核であり、さらに継続してスポーツを「する」ことで、勇気、自尊

心、友情などの価値を実感するとともに、自らも成長し、心身の健康増進や生

きがいに満ちた生き方を実現することができます。 

② スポーツを「みる」ことで、アスリートの姿に感動し、人生に活力が得られ

ます。また、家族や友人等が一生懸命応援することでスポーツを「する」人の

力になることができます。 

③ スポーツを「ささえる（自らの意志でスポーツを支援すること）」ことで、多

くの人々が交わり共感し合うことにより、社会の絆が強くなります。 

 

「みる」ことがきっかけで「する」「ささえる」ことを始めたり、「ささえる」

ことで「する」ことのすばらしさを再認識したりすることもあります。また、ス

タジアムやアリーナで多くの人がトップアスリートの姿を間近に見ることでスポ

ーツの価値を実感することができます。スポーツを「する」「みる」「ささえる」

ことですべての人がスポーツに関わり、その価値が高まっていくと考えられます。 

 

参考：第２期スポーツ基本計画（国）  

スポーツのポイント！ 
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今後してみたい、もしくは続けていきたいスポーツをみると、ウォーキングが 35.4％と前

回調査時の 22.6％から増加しており、ウォーキングに対するニーズが高まっていることがう

かがえます。また、今回調査では、ヨガや体操・健康体操が上位にきており、いつでも、だれ

でも、気軽にできるスポーツが多くなっています。 

 

【今後してみたい、続けていきたいスポーツ】 

 

 

  

35.4 

13.6 

9.3 

7.7 

6.6 

6.6 

5.7 

5.7 

5.2 

4.4 

4.2 

4.2 

4.0 

3.5 

2.5 

2.2 

2.1 

2.0 

21.6 

23.0 

0 20 40 60 80 100

ウォーキング

ヨガ

体操・健康体操

水泳

ジョギング・ランニング

ハイキング

テニス

スポーツジム・筋力トレーニング

ゴルフ

バドミントン

登山・トレッキング

ダンス

卓球

自転車・サイクリング

サッカー・フットサル

野球

バレーボール

陸上競技

その他

無回答

（％）今回調査（N=804）

順位 今回調査(N=804) 前回調査(N=835)

1 ウォーキング(35.4%) ウォーキング(22.6%)

2 ヨガ(13.6%) 水泳(9.9%)

3 体操・健康体操(9.3%) テニス(9.7%)

4 水泳(7.7%) ゴルフ(8.5%)

ジョギング・ランニング(6.6%) ジョギング・ランニング(7.2%)

ハイキング(6.6%)
5
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② みるスポーツ 

スポーツ施設でのスポーツ観戦率は 19.1％となっており、前回調査時の 9.6％から増加し

ています。子育て世代である４０歳代は、市内のスポーツ施設での観戦率が高い一方で、ス

ポーツを「全くしていない」人の割合が最も高かった年代でもあることから、スポーツを親

しむきっかけづくりとして、家族の応援という観点は重要であると考えます。 

 

【スポーツの観戦場所】 

 

 

③ ささえるスポーツ 

スポーツをささえる活動をしている人は、5.5％となっており、前回調査時からあまり大き

な変化はみられません。その一方で、「あまりしたいとは思わない」「全くしたいとは思わな

い」が併せて 10ポイント以上増加しています。スポーツをささえる活動をしていない主な理

由としては、指導する技術がないことが挙げられています。多くの人のささえによって大会

やチームの運営がなされるため、「ささえる」人材を育成することは重要な課題といえます。 

 

【スポーツの指導や支援活動の経験と今後の意向】 

 
 

  

10.1 

3.4

9.0 

6.2

67.0 

77.0

1.4 

0.0

9.0 

11.3

0.4 

0.8

3.2 

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(N=804)

前回調査

(N=835)

市内のスポーツ施設 市外のスポーツ施設

テレビやラジオなど インターネットなどの有料放送

スポーツ観戦はしない その他

無回答

5.5 

4.6

1.2 

1.2

10.9 

12.0

29.2 

27.2

32.8 

22.9

17.5 

27.4

2.7 

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(N=804)

前回調査

(N=835)

している 今後ぜひしたい

今後できればしたい あまりしたいとは思わない

全くしたいとは思わない わからない

無回答
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④ スポーツの好嫌 

スポーツが好きな人ほど、スポーツ実施率や観戦率、支援活動に参加している、今後参加

する意思がある割合が高い傾向がみられます。市民にスポーツを好きになってもらうことが、

それぞれ割合を高めることにつながり、さらに市民の健康の増進や交流の促進に結び付く可

能性があります。 

 

【スポーツの好嫌別にみるスポーツへの関与状況】 

 スポーツ 

実施率 

スポーツ 

観戦率 

スポーツ支援活動 

の割合※ 

好き 69.8％ 30.2％ 31.0％ 

やや好き 56.5％ 18.8％ 13.7％ 

どちらでもない 33.9％ 6.7％ 9.0％ 

やや嫌い 23.1％ 7.4％ 8.2％ 

嫌い 14.2％ 0.0％ 6.1％ 

※スポーツの支援活動を「している」「今後ぜひしたい」「今後できればしたい」と回答した人の割合 

 

⑤ スポーツ環境・施設の整備 

市内のスポーツ施設の利用状況をみると、体育施設が 58.1％、学校開放施設が 25.5％とな

っており、体育施設に関しては施設・設備の充実を求める意見が多くみられます。 

 

【市の体育施設の利用状況】 

 
 

【学校開放施設の利用状況】 

 

 

  

58.1 

44.4

39.7 

51.7

2.2 

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(N=804)

前回調査

(N=835)

利用したことがある 利用したことはない 無回答

25.5 

19.2

71.3 

76.3

3.2 

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

(N=804)

前回調査

(N=835)

利用したことがある 利用したことはない 無回答
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【市の体育施設への要望】 【学校開放施設への要望】 

  

 

整備・充実してほしい施設をみると、ウォーキングコースが 37.9％で最も高くなっており、

ウォーキングに対する市民のニーズが高まっていることがうかがええます。 

 

【整備・充実してほしい施設】 

  

19.4 

12.8 

21.0 

31.8 

41.3 

4.5 

6.8 

0 20 40 60 80 100

利用手続きの簡素化

利用時間の拡大

利用料金の軽減

施設・設備の充実

特に要望はない

その他

無回答

（％）今回調査（N=804）

15.0 

8.3 

8.3 

15.4 

59.6 

3.4 

9.7 

0 20 40 60 80 100

利用手続きの簡素化

利用時間の拡大

利用料金の軽減

施設・設備の充実

特に要望はない

その他

無回答

（％）今回調査（N=804）

22.4 

4.5 

7.6 

7.5 

2.5 

26.1 

6.2 

4.0 

1.5 

6.0 

7.6 

37.9 

26.1 

13.6 

4.5 

18.2 

18.1

4.1

7.3

8.5

1.6

29.9

8.0

2.6

1.6

6.9

13.1

35.6

24.8

15.2

3.2

16.4

0 20 40 60 80 100

体育館

サッカー場

野球・ソフトボール場

学校運動場の夜間照明

陸上競技場

温水プール

テニスコート

武道場

ゲートボール場

グラウンド・ゴルフ場

多目的グラウンド

ウォーキングコース

スポーツジム

サイクリングコース

その他

無回答

（％）今回調査(N=804)

前回調査(N=835)
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⑥ 施策の評価 

以下のグラフは、これまで市が行ってきた施策の満足度と重要度を表しています。満足度の

高い施策は「子どものスポーツ機会の充実」「リレーマラソンなどのスポーツイベントの開催支

援」となっており、重要度の高い施策は「子どものスポーツ機会の充実」「健康づくり・体力づ

くりに関する事業実施」となっています。また、Ａの領域の施策は、重要度が高いものの満足

度が低いため優先した取り組みが必要だと考えられます。 

 
 

  

生涯スポーツの振興

競技スポーツの振興

子どものスポーツ機会

の充実

高齢者・障害者スポーツの振興

トップレベルに触れる

機会の充実

競技水準の高い大会や

競技会の開催・誘致

スポーツ指導者の育成

スポーツ情報の提供

スポーツ推進委員

の活動支援
校区体育振興会の活動支援

体育協会の活動支援

スポーツ少年団の活動支援

総合型地域スポーツ

クラブの育成支援

リレーマラソンなどのス

ポーツイベントの開催支援

健康づくり・体力づくりに

関する事業実施

市民のスポーツ活動を支

えるための激励金等交付

学校体育の充実

学校開放体育施設

の有効活用

施設予約システムによる

利便性向上

指定管理者制度を活用

しての施設管理

体育施設の整備・充実

体育施設の統廃合を含め

た適正配置の取り組み

1.60

1.70

1.80

1.90

2.00

2.10

2.20

2.30

2.40

2.50

2.60

0.80 0.90 1.00 1.10 1.20 1.30 1.40 1.50 1.60

重
要
度

満足度

平均 1.18

平均 2.05

A

DC

B
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（２）小・中学生の運動・スポーツ活動に関するアンケート調査 

① するスポーツ 

運動やスポーツをしている小学生・中学生は 75.3％となっていますが、男子に比べ女子の

割合が低くなっています。小学生の女子で特にその割合が低くなっており、行いたいと思う

スポーツがないことが主な理由となっています。また、スポーツの好嫌別にスポーツの実施

状況をみると、スポーツがすきと答えたほとんどの小学生・中学生は、週に１日以上スポー

ツをしているのに対して、きらいと答えた小学生・中学生で週に１日以上スポーツをしてい

るのは、８割半ばとやや差がみられます。 

小学生・中学生がスポーツをしている場所をみると、中学生では男女ともに学校の部活動

が８割を超えていますが、小学生では学校の部活動のほか、地域や民間のクラブや教室が多

くなっています。また、小学生の男子ではスポーツ少年団も比較的多くなっており、中学生

に比べ、活動場所の選択肢が多いことがうかがえます。 

 

【運動・スポーツの実施状況】 

 

 

 
 

【スポーツの好嫌別にみる運動頻度】 

 
 

  

75.3 20.7 3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 不明

今回調査

小・中学生

（N=1,091）

79.0

66.5

89.0

73.3

13.6

30.1

11.0

26.1

7.4

3.5

0.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子

(N=390)

女子

(N=376)

男子

(N=163)

女子

(N=161)

小
学
生

中
学
生

79.0

66.5

13.6

30.1

7.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男子

(N=390)

女子

(N=376)

している していない 無回答

小学生(N=766)

33.0

12.5

41.2

45.0

23.5

26.3

1.5

10.0

0.1

3.8

0.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すき

(N=737)

きらい

(N=80)

毎日 週３～４日 週１～２日 月１～３日 年１～３日 無回答
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【学校種別・性別にみるスポーツを行う場所】 

 

多くの小学生・中学生が興味関心を寄せているのは、サッカー・フットサルやテニス、バ

スケットボールなどの球技が多くなっています。男子は小学生・中学生ともにサッカー・フ

ットサルへの興味関心が強く、女子では小学生がバスケットボール、中学生はバドミントン

が多くなっています。 

 

【興味関心のあるスポーツ】 

 

  

スポーツ
少年団

地域や民間の
クラブや教室

学校の部活動
学校の
クラブ活動

その他

男子(N=299) 30.4 45.2 50.5 14.0 18.1

女子(N=243) 9.5 48.6 58.4 9.5 30.9

男子(N=145) 10.3 29.0 83.4 9.0 14.5

女子(N=118) 6.8 29.7 88.1 13.6 16.1

小
学
生

中
学
生

20.1 

17.3 

17.2 

15.6 

14.5 

12.7 

10.3 

8.4 

7.1 

5.6 

4.5 

3.4 

3.2 

2.6 

2.0 

22.9 

10.4 

0 20 40 60 80 100

サッカー・フットサル

テニス

バスケットボール

野球

バドミントン

卓球

バレーボール

水泳

陸上競技

スケート

スポーツクライミング

弓道

ダンス

スキー・スノーボード

スケートボード

その他

無回答

（％）今回調査 小・中学生（N=1,091）
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 第１位 第２位 第３位 

小
学
生 

男子（N=390） 
サッカー・ 

フットサル 
25.6% 野球 23.1% テニス 17.4% 

女子（N=376） 
バスケット 

ボール 
21.5% バドミントン 16.8% 

サッカー・ 

フットサル 
16.5% 

中
学
生 

男子（N=163） 
サッカー・ 

フットサル 
20.2% 野球 19.6% 

バスケット 

ボール 
16.0% 

女子（N=161） バドミントン 28.0% テニス 22.4% バレーボール 20.5% 

 

② スポーツ環境・施設の整備 

小学生・中学生ともにプールの整備を望む意見が多くなっており、特に小学生では、前回

調査時から増加し、14.2％となっています。 

 

【あるとうれしいスポーツ施設】 

 

    

  

12.3

7.1

5.0

4.9

4.4

0 10 20 30 40 50

プール

スケート場

サッカー場

テニスコート

野球・ソフトボール場

（％）
今回調査

小・中学生(N=1,091)

7.7

7.1

5.2

7.7

3.4

0 10 20 30 40 50

プール

スケート場

サッカー場

テニスコート

野球・ソフトボール場

（％）今回調査 中学生(N=325)

14.2

7.2

5.0

3.7

4.8

8.4

11.9

12.7

7.6

6.9

0 10 20 30 40 50

プール

スケート場

サッカー場

テニスコート

野球・ソフトボール場

（％）
今回調査 小学生(N=766)

前回調査 小学生(N=1,207)
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４．豊川市のスポーツに関する課題 

豊川市のスポーツにおける現状及び市民のスポーツに対する意識を踏まえ、豊川市のスポーツ

に関する課題を抽出します。 

 

 

豊川市ではこれまで市民がいつでも、だれでも、気軽にスポーツに親しめる生涯スポーツ社

会の実現を目指して取り組みを行ってきました。その結果、市民のスポーツ実施率は 50.4％と

なり、39.0％だった平成 26 年度から、この５年間で 10 ポイント以上増加しました。ただし、

40 歳代では 35.9％にとどまるなど、年齢層によってはスポーツ実施率が低い状況もみられま

す。さらに、施策の評価からは子どものスポーツ機会について多くの市民から求められている

ことがうかがえます。また、子育て世代である 40歳代の実施率が低いことからも、親子で参加

できる環境づくりも重要となります。そのため、子ども、成人、子育て世代、高齢者などライ

フステージに応じたスポーツの推進を図ることが大切です。 

 

 

市民意識調査によると、スポーツが好きな人ほどスポーツ実施率や観戦率が高く、また、ス

ポーツをささえる活動に対しても前向きな姿勢を持っています。そのことから、これまであま

りスポーツに関わる機会の少なかった人やスポーツがあまり好きではない人が、スポーツに親

しみ、スポーツを好きになってもらうことが、スポーツの実施率や観戦率、スポーツに関する

支援活動への参加率の向上につながることが期待されます。そのため、これまでスポーツへの

関心の低い人がスポーツに親しむことができる環境づくりが重要になります。 

また、スポーツ基本法においては「スポーツは、障害者が自主的かつ積極的にスポーツを行

うことができるよう、障害の種類及び程度に応じ必要な配慮をしつつ推進されなければならな

い。」とされており、今後スポーツを親しむ環境づくりを進めるうえでは、「すべての人が」と

いう視点が重要になります。 

 

 

スポーツを競技場や体育館などのスポーツ施設で観戦することで、スポーツの持つ価値や感

動を直接体験することができます。豊川市がこれまで行ってきた取り組みの結果、市民がスポ

ーツ施設でのスポーツ観戦率は 19.1％となり、9.6％だった平成 26年度から、大幅に増加しま

したが、「豊川市スポーツ振興計画（改訂版）」（以下「現行計画」という。）の目標であった 20.0％

には届きませんでした。そのため、引き続き市民が気軽にスポーツを観戦できる環境づくりが

求められます。  

課題① ライフステージに応じたスポーツの推進  

課題② スポーツに親しむことができる環境づくり 

課題③ 気軽にスポーツを観戦できる環境づくり 
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これまで市が行ってきた施策の評価をみると、「リレーマラソンなどのスポーツイベント

の開催支援」が、市民にとって満足度の高い施策となっています。こうしたスポーツイベン

トは、市の交流人口の増加などの効果が期待されます。そのため、リレーマラソンをはじめ

とするこれまで本市が開催を支援してきたスポーツイベントを市内外の多くの方に参加して

いただけるよう充実を図り、継続していくことが大切です。 

 

 

スポーツは、競技を実践する選手だけではなく、それをささえる指導者やボランティアなど

多くの人々が関与して運営されています。市民意識調査によると、スポーツをささえる活動を

している人は、5.5％にとどまり、施策の評価においてスポーツ指導者の育成は、優先した取り

組みが必要とされています。そのため、スポーツ指導者はもちろんのこと気軽にできるボラン

ティアなども含めてスポーツをささえる人材を育成することが重要です。 

 

 

市内には体育協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員会、体育振興会、総合型地域スポー

ツクラブなど様々な団体があり、市民のスポーツ活動をささえています。今後、それぞれの団

体を支援しつつ、団体の連携を図ることで相乗効果を生み出し、より多くの市民が積極的にス

ポーツに親しむ環境づくりに努める必要があります。 

 

 

スポーツ施設は、市民がスポーツをする、みる、ささえる場であり、スポーツ振興を推進す

るうえで必要不可欠な基盤となりますが、利用する方からは、ウォーキングコースをはじめ新

たな施設の整備や既存設備の充実を求める声があります。また、指定管理者制度の有効活用や

学校施設の開放もスポーツの場を提供するうえで重要になります。さらには、スポーツ施設を

地域の資源として活用し、地域活性化にいかすことも期待されています。今後、公共施設のフ

ァシリティマネジメントに取り組む中においても効果的に整備を進め、より多くの市民の方に

利用していただけるようにスポーツ施設を計画的に充実させていくことが重要です。 

  

課題④ スポーツイベントの充実 

課題⑤ スポーツをささえる人材の育成 

 

課題⑥ スポーツ団体の連携 

課題⑦ スポーツ施設の整備・充実と利用促進 
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５．総括 

これまで本市では、生涯スポーツ社会の実現を目指し様々な取り組みを推進してきました。そ

の結果として、現行計画が策定された平成 27年から令和元年までの５年間におけるスポーツ実施

率及びスポーツ観戦率の増加につながったと考えられますが、スポーツをささえる活動をしたこ

とのある人の割合はほぼ横ばいと大きな変化はみられませんでした。スポーツ環境については、

市のスポーツ施設の利用者数が近年、増加傾向となっており、自宅や市内の民間施設の利用も増

加し活動場所が多様化している様子がうかがえます。 

 

一方、国では、平成 29年３月に第２期スポーツ基本計画が策定され、スポーツの枠を超えて異

分野と積極的に連携・協働することや障害者スポーツの振興、スポーツの産業化などの視点が盛

込まれました。また、世界に目を移すと、国連サミットの場では平成 27年に「ＳＤＧｓ」が採択

されており、５つの特徴のうち「包摂性」「参画型」「統合性」の３つを視点として計画に取り入

れられると考えました。「包摂性」と「参画型」は、子どもから高齢者といったライフステージに

応じたスポーツ機会、さらには障害や国籍を問わず全ての人々がスポーツを「する」「みる」「さ

さえる」に関わるものと捉えられます。「統合性」は、地域の様々な資源とスポーツを連携させて

社会的な課題や地域経済の活性化に向けて統合的に関わるものと考えられ、新たに「いかす」と

いう視点をＳＤＧｓから導き出しました。 

 

こうしたことを踏まえ、これまで着実に成果をあげてきた取り組みは、社会の情勢に合わせな

がら引き続き推進していくとともに、忙しかったり機会がなかったりしてスポーツに関わること

の少なかった方に対しても、身近で気軽にスポーツを親しみ楽しめる環境づくりに努め、スポー

ツの持つ力を活かしつつ、多くの市民が健康で元気になるまちづくりを進める必要があります。 

 

 

 

＜取り入れるべき視点＞ 

①好きだからスポーツを「する」「みる」「ささえる」。 

②個人、団体、地域のすべての人がスポーツを楽しむ。 

③スポーツの持つ力を「いかし」、交流や連携でまちが活性化。 
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第３章 計画の基本的な考え方 

１．基本理念 

スポーツは、心身の健康や体力の維持・向上のためだけではなく、運動を楽しみ、喜びや

感動を共有するものであり、好きな人ほどスポーツを「する」「みる」「ささえる」と考えら

れます。 

豊川市では、スポーツを通して障害や国籍などの違い、またはスポーツに対する立場の違

いに関わらず、すべての人が仲よく、健康に生き生きと暮らすことのできるまちを目指しま

す。また、スポーツの持つ力を「いかし」、市民のみならず地域全体が活性化するまちを目指

し、以下の基本理念を掲げます。 

 

 
 

 

 

 

  

スポーツ大好き！みんなが輝く元気なまち とよかわ 

【ＳＤＧｓとの関連】 

 「包摂性」「参画型」「統合性」の視点を本計画においてＳＤＧｓの目標にあてはめると、

次の３つの目標が関わると考えられるため、スポーツを通してみんなが輝く元気なまちづ

くりを進めることで、ＳＤＧｓの達成に貢献することが期待できます。 
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２．成果目標 

本計画の推進にあたり、成果目標を設定し、計画の進捗管理を行います。成果目標として

基本目標ごとに以下の指標を設定します。 

 

指標 現状値 目標値 

【スポーツに親しむ機会の創出】 

成人市民の週１日以上のスポーツ実施率 

５０．４％ 

（令和元年値） 

６５．０％ 

（令和１１年値） 

【スポーツに親しむ機会の創出】 

スポーツ施設で観戦している市民の割合 

１９．１％ 

（令和元年値） 

２０．０％ 

（令和１１年値） 

【スポーツを楽しむ環境整備】 

スポーツ指導や支援活動を行う市民の割合 

５．５％ 

（令和元年値） 

７．５％ 

（令和１１年値） 

【スポーツ施設等の整備・充実】 

スポーツ施設等の利用者数 

1,213,110人 

（平成３０年度値） 

1,340,000人 

（令和１０年度値） 

 

 

  
写真提供：三遠ネオフェニックス 

【 する 】 【 みる 】 

【 いかす 】 【 ささえる 】 
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３．本計画の体系 

本計画の体系を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】 

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
！
み
ん
な
が
輝
く
元
気
な
ま
ち 

と
よ
か
わ 

 スポーツに親しむ機会の創出 ＜する＞ ＜みる＞ 

【基本方針】 

１．ライフステージ等に応じたスポーツ機会の充実 

２．スポーツに触れる機会の提供 

 スポーツを楽しむ環境整備 ＜ささえる＞ ＜いかす＞ 

【基本方針】 

１．スポーツ活動の支援 

２．スポーツ活動の支援を通じた地域の活性化 

 スポーツ施設等の整備・充実 

【基本方針】 

１．スポーツ施設等の整備・充実 

２．スポーツ施設等の利用促進 

【基本目標Ⅰ】 

【基本目標Ⅱ】 

【基本目標Ⅲ】 
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第４章 基本施策 

 基本目標Ⅰ スポーツに親しむ機会の創出 ＜する＞＜みる＞ 

人々のスポーツとの関わり方は、それぞれの年齢や性別、障害の有無、生活スタイル、目

的などによって異なります。そのため、子どもや成人、高齢者といったライフステージに応

じたスポーツ機会を提供するほか、高齢者や障害者の方が気軽にスポーツに取り組めるよう、

多くの市民が「さあ、体を動かそう」という気持ちになるように様々なスポーツ機会の創出

に努めます。 

 

 

 

   国が小中学生を対象に実施した全国体

力・運動能力、運動習慣等調査によると、積

極的に運動をする子としない子の二極化が

明らかになり、「あまり運動をしない人」の

割合が減少した学校では「運動が好き」「体

育の授業が楽しい」の割合が増加している

こともわかっています。市民が求める子ど

ものスポーツ機会の充実にあたっては、幼

児期を含めて「スポーツを好きになっても

らうこと」を意識して取り組み、生涯にわた

ってスポーツに親しむ習慣を身に付けられ

るよう努めます。 

  

基本方針１ ライフステージ等に応じたスポーツ機会の充実 

方策① 子どものスポーツ機会の充実 

         スポーツに親しむ機会の創出 ＜する＞＜みる＞ 基本目標Ⅰ 
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   成人のスポーツ実施率をみると、若い年

代が低く、年齢が高くなるほど高くなって

います。また、スポーツをする理由は健康の

ためが多く、スポーツをしない理由は忙し

いからが多いことも踏まえてスポーツ機会

を提供し、誰もが、気軽に、いつまでも豊か

なスポーツライフを送ることができるよう

努めます。 

 

 

   高齢者は、健康志向が強くスポーツ実施

率が比較的高いことを踏まえ、加齢に伴う

身体機能の低下やライフスタイルの違いに

合ったスポーツ環境づくりを進めること

で、よりスポーツに親しんでもらえるよう

努めます。また、障害のある方にとってのス

ポーツ活動は、生きがいが感じられる生活

や社会参加の機会につながるため、スポー

ツ教室やイベントの実施などにおいても

様々な立場からスポーツに参画できる環境

づくりを進め、すべての人がいきいきとし

た生活を送ることができるよう努めます。  

方策② 成人のスポーツ機会の確保 

方策③ 高齢者・障害者がスポーツに親しむ機会の創出 
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   校区体育振興会やスポーツ推進委員によ

って実施されているニュースポーツ出前教

室や市民体育大会は豊川市ならではの大切

なスポーツ機会と考えられます。引き続き

地域に根ざした事業を着実に実施し、市民

がスポーツに触れる機会を提供します。ま

た、ファミリーでマラソンイベントに参加

したり、子どもの試合を応援したり、あるい

は高いレベルの競技を間近に見たりするこ

とで、スポーツの価値を実感できる機会になると考えます。「みる」ことがきっかけで「す

る」「ささえる」につながることを踏まえつつ、スポーツに関心がなかった人がスポーツ

に触れ、スポーツを好きになってもらえるように事業を推進していきます。 

 

 

   トップアスリートと交流することは選手

やスポーツ指導者としての技術の向上に資

するほか、トップレベルのプレーを目にす

ることで市民のスポーツに対する意識の高

揚や青少年に夢を抱かせるきっかけとなり

ます。そのため、トップアスリートを招いて

スポーツ教室を開催するほか地元スポーツ

団体のつながりや企業の社会貢献活動など

をいかし、アスリートとの交流の機会を提供します。また、市内スポーツ施設を会場とし

てトップチームなどの試合を気軽に観戦できる環境づくりに努めます。 

  

基本方針２ スポーツに触れる機会の提供 

方策① スポーツ教室やイベント等の開催 

方策② トップアスリートに触れる機会の充実 
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   市の広報やホームページでスポーツ情報

の提供や豊川市に縁のある選手を応援する

パブリックビューイングを開催しています。

また、ケーブルテレビで学校運動会やスポー

ツイベントの番組を見ることができますし、

地域のスポーツ情報誌により大会結果など

の情報を得ることもできます。こうした環境

は、スポーツに関心を持ってもらうためには

重要であるため、今後もより多くの市民がス

ポーツ情報に触れることができるよう努め

ます。 

 

  

方策③ スポーツ情報の発信 

「スポーツの由来」って何？ 

 

「スポーツ」は、「deportare」（デポルターレ）という言葉を語源としているともい

われており、この「deportare」という言葉には、「運び去る、運搬する」という意味

があります。転じて、精神的な次元の移動・転換、やがて「義務からの気分転換、元

気の回復」、仕事や家事といった「日々の生活から離れる」気晴らしや遊び、楽しみ、

休養といった要素を指しています。過大な負荷をかけずとも、うまくはなくとも、楽

しみながら体を動かすことが「スポーツ」です。 

 

参考：スポーツ実施率向上のための行動計画（国）  

スポーツのポイント！ 
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基本目標Ⅱ スポーツを楽しむ環境整備 ＜ささえる＞＜いかす＞ 

市内では体育協会、体育振興会、総合型地域スポーツクラブなどの団体やプロバスケット

ボールクラブなど様々な主体のスポーツ活動の展開や、市の地域資源をいかした豊川リレー

マラソンなどのイベントによって、市民が楽しむ「する」「みる」スポーツを推進しています。

そうしたスポーツをささえる人材の育成や団体への支援を行うとともに、地元のプロスポー

ツクラブや人気のあるスポーツイベント、さらには市内スポーツ施設や観光施設などを地域

の魅力としていかし、地域活性化を推進します。 

 

 

 

スポーツは、体力の向上や健康増進のほ

か、目標に向けて挑戦する心や新しいこと

にチャレンジする意欲を高めることができ

ます。体育協会やスポーツ少年団は、こうし

た頑張る競技者の活動をささえ重要な役割

を果たしているため、自立的な運営や指導

者の育成などを引き続き支援します。また、

市民のスポーツ活動をささえるためスポーツ振興基金事業を活用した、奨励金等の交付

により競技力向上に向けた活動を支援します。 

 

 

地域スポーツにおいては、スポーツ推進

委員によるニュースポーツの普及活動や校

区体育振興会が運営する市民体育大会の校

区予選などが大きな役割を果たしており、

地域の絆づくりにも貢献しています。今後、

スポーツ推進委員や体育振興会の活動を支

援し、子どもから高齢者まで多くの市民が

身近なところでスポーツを楽しむ環境を提

供できるよう努めます。また、総合型地域スポーツクラブは、地域に根ざして幅広い世代

を対象に興味関心や競技レベルに合わせてスポーツができる環境を提供していますが、

スポーツの指導やクラブの運営にあたる人材の確保・育成などの課題がありますので、

持続可能な活動ができるようクラブの質的充実を支援します。 

基本方針１ スポーツ活動の支援 

方策① 競技スポーツの推進 

方策② 地域スポーツの推進 

         スポーツを楽しむ環境整備 ＜ささえる＞＜いかす＞ 基本目標Ⅱ 
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   スポーツイベントは、交流人口を拡大さ

せ、地域経済の活性化やまちの知名度を上

げる効果も期待されます。豊川リレーマラ

ソンやトヨカワシティマラソン大会といっ

たマラソンイベントの開催にあたっては、

楽しい魅力あるイベントづくりに努めるこ

とで、市外からも多くの方に参加いただき

交流人口の拡大を図ります。 

 

 

   市内では、体育協会、スポーツ少年団、ス

ポーツ推進委員会、体育振興会、総合型地域

スポーツクラブなど多くのスポーツ団体が

活動を行い、市民のスポーツ活動をささえ

ています。そうした団体同士が人的な交流

などを図ることで、市民のスポーツ活動を

より充実したものとするとともに、スポー

ツを通してより活気のあるまちとなるよう

連携を推進します。 

また、団体間の連携だけでなく、分野間の連携という視点も重要になります。スポーツ

を楽しみながら継続することは、生活習慣病の予防・改善や介護予防を通じて健康寿命

を伸ばすことができ、社会全体での医療費抑制にもつながります。さらに、人口減少や高

齢化が進む中、スポーツ資源を地域の魅力づくりやまちづくりの核とすることで、地域

経済の活性化など地方創生にも貢献できます。こうした様々なスポーツの力を最大限に

いかすため、異分野との連携・協働にも積極的に取り組んでいきます。 

  

基本方針２ スポーツ活動の支援を通じた地域の活性化 

方策① スポーツイベントによる交流人口拡大 

方策② スポーツ団体や異分野との連携の推進 

写真提供：コニカミノルタ株式会社 
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   陸上競技場を始めとする市内スポーツ施

設等の有効活用、さらにはシティセールス

の推進や市内宿泊による地域経済の活性化

を含め、スポーツを核とした交流人口の拡

大を図ることを目的にスポーツ合宿支援事

業を行っています。地域の活性化のために、

本市の充実したスポーツ施設や観光施設を

資源としてスポーツ合宿や大会の受入など

スポーツツーリズムの推進に努めます。 

  

方策③ スポーツツーリズムの推進 

赤塚山公園市民のスクエア 

「スポーツの持つ力」とは！ 

 

スポーツは、年齢、性別、障害の有無等に関わらず、誰もが参画できるものであ

り、すべての人が関心や適性等に応じて、安全で公正な環境の下で日常的・自発的

にスポーツに参画する機会を確保することが重要です。また、スポーツを通じて人

がつながり、スポーツの価値を共有することができ、人の意識や行動が変わる。こ

れが大きな力となって社会の課題解決につながると考えられています。 

 

① スポーツを楽しみながら適切に継続することで、生活習慣病の予防・改善や介

護予防を通じて健康寿命を伸ばすことが期待でき、社会全体での医療費抑制につ

ながります。 

② 子供、高齢者、障害者、女性、外国人などを含めすべての人が分け隔てなくス

ポーツに親しむことで、心のバリアフリーや共生社会の実現につながります。 

③ スポーツ資源を地域の魅力づくりやまちづくりの核とすることで、地域経済の

活性化など地方創生につながります。 

④ スポーツは、人を元気づけるとともに、人を結びつける力を持っており、状況

や社会を変える可能性を持つことから、災害からの復興にもつながります。 

 

参考：第２期スポーツ基本計画（国）  

スポーツのポイント！ 
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基本目標Ⅲ スポーツ施設等の整備・充実 

スポーツ施設は、市民がスポーツを「する」「みる」「ささえる」場であり、スポーツを親し

む機会を創出し、スポーツを楽しむ市民を増やすために欠かせない基盤でもあります。また、

学校施設は地域住民の身近なスポーツ環境として開放されており、重要な役割を果たしてい

ます。スポーツ施設の持つ力をいかすため、適切に維持管理するとともに、利用促進を図り

ます。 

 

 

 

   これまで、総合体育館や陸上競技場など

の改修工事を行ってきました。令和元年 10

月からは、スポーツ公園のサッカー場及び

ソフトボール場の供用が開始されるほか、

令和２年４月には陸上競技場夜間照明設備

が供用開始されます。また、豊川公園の施設

改修において、ウォーキング・ランニングコ

ースやテニスコートが整備される予定とな

っています。今後も市民がスポーツに親し

める環境づくりや地域資源に活用できる施

設整備に努め、ファシリティマネジメント

に留意しつつスポーツ施設の工事・修繕を

計画的に進めていきます。 

 

 

   学校開放施設は、地域住民にとって身近

なスポーツの活動場所であり、スポーツ少

年団や校区体育振興会などのスポーツの活

動拠点でもあります。今後も地域スポーツ

の活動の推進を図るため、市内の小・中学校

の施設を開放することで、より多くの市民

が気軽にスポーツを親しめる場として積極

的に活用します。 

 

基本方針１ スポーツ施設の整備・充実 

方策① スポーツ施設の工事・修繕 

方策② 学校開放施設の活用 

         スポーツ施設等の整備・充実 基本目標Ⅲ 

スポーツ公園サッカー場及びソフトボール場 
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   すべての人が仲よく、健康に生き生きと

暮らすことのできるまちを目指すうえでバ

リアフリーやユニバーサルデザインの視点

は欠かせません。今後、スポーツ施設の工

事・修繕を行っていく際には、バリアフリー

やユニバーサルデザインを推進し、高齢者

や障害者だけでなく、すべての人が利用し

やすい施設にすることで、スポーツを「す

る」「みる」「ささえる」環境づくりに努めま

す。 

 

 

 

   スポーツ施設の管理運営において民間の

活力や知識などを活用するために指定管理

者制度を導入し、市民サービスの向上と経

費の縮減を図っています。引き続き、指定管

理者制度を有効活用し、市民ニーズを捉え

た自主事業を実施したり、迅速な修繕を行

ったりして施設利用者の満足度向上に努め

ます。  

 

 

   スポーツ施設は、市ホームページ等で施

設の設備や利用料金をご案内しているほ

か、工事による休館、先行予約の状況、イベ

ントの雨天中止といった情報もお知らせし

ており、今後も利用者目線で必要な情報を

発信していきます。また、施設の予約につい

ては、インターネットによる予約システム

を導入しており、施設のさらなる有効活用

のため、周知を図ります。  

 

方策③ スポーツ施設のバリアフリーやユニバーサルデザインの推進 

基本方針２ スポーツ施設の利用促進 

方策① 指定管理者制度の有効活用 

方策② 施設情報の発信 
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第５章 計画の推進 

１．推進体制 

本計画の推進にあたっては、行政だけではなく、市民や市内の様々なスポーツ団体、学校、

関係機関等が互いに連携を図り、それぞれが主体的にスポーツ推進の担い手として取り組ん

でいくことが重要です。そのため、以下の主体ごとの役割に基づき、相互に連携し、円滑に

計画を推進していきます。 

 

① 市民 

それぞれの年齢や目的、ライフステージ、生活スタイルなどに応じて、「する」「みる」「さ

さえる」など、自分に合った形でスポーツに親しみます。また、スポーツに定期的・継続的に

親しむ中で、地域の人々との交流や生活の質の向上など日々の生活が健康的で活力のあるも

のとなることが期待されます。 

 

② スポーツ団体 

体育協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員会、体育振興会、総合型地域スポーツクラ

ブなど様々な団体があり、団体ごとに特徴や目的を持っています。これまで各団体で着実に

取り組んできたことに加えて、今後は市や団体同士の連携を図ることで、新たな人材交流を

生み出し、より効果的なスポーツ振興が期待されます。 

 

③ 小・中学校 

子どもたちのスポーツ活動の機会を確保するとともに、発達段階に応じた体力・運動能力

の向上を図るため、一校一取り組みなど各学校の状況に合った学校活動や運動に興味を持た

せるような体育の授業の充実を図ります。また、学校における様々な機会を通して、子ども

たちがスポーツを好きになり、生涯にわたって関わっていくきっかけづくりの場としての役

割も期待されます。さらに、学校施設の開放を行い、地域の身近なスポーツ活動の場所を提

供します。 

 

④ 豊川市 

市民がスポーツに親しむ機会や環境を創出するため、スポーツ施設等のハード面の計画的

な整備とともに、スポーツ振興施策の展開や関係機関との連携・調整などを行っていきます。

また、充実したスポーツ施設の整備や特色ある各種スポーツ事業の実施を通して、交流人口

の増加や地域の活性化を図ります。 

計画の推進にあたっては、市教育委員会スポーツ課を中心として、庁内関係各課との連携

を図り、諸施策を総合的かつ計画的に推進するよう努めます。 
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２．進行管理 

本計画の進行管理は、PDCA サイクルによる継続的改善の考え方を基本として推進し、毎年

度、市教育行政事務点検評価委員会、社会教育審議会等において主要実施事業等の報告を行

います。また、計画の中間年次となる令和６年度には、社会状況の変化や計画の進捗状況を

踏まえ、計画の見直しを図ることとします。 

 

進行管理のイメージ 

 

 
  

Plan
（計画）

Do
（実行）

Check
（評価）

Action
（改善）

継続的改善、中間見直し 

「みんなが輝く元気なまち」の実現を目指します。 
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参考資料 

●用語解説 

 

 掲載用語 解説内容 

ア
行 

新しい公共 「官」だけではなく、市民の参加と選択のもとで、ＮＰＯや企業 

等が積極的に公共的な財・サービスの提案及び提供主体となり、

医療・福祉、教育、子育て、まちづくり、学術・文化、環境、雇

用、国際協力等の身近な分野において共助の精神で行う仕組み、

体制、活動など。 

ＳＤＧｓ 持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）のこと

で、2001年に策定されたミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）の後継

として、2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な

開発のための 2030アジェンダ」にて記載された 2016年から 2030

年までの国際目標で、持続可能な世界を実現するための 17 のゴ

ール、169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取

り残さないことを誓っています。 

カ
行 

学校開放施設 市民が日常生活の中でスポーツ活動に親しむことができるよう

に、学校施設を学校教育に支障のない範囲において地域住民のス

ポーツ活動に開放すること。 

教育行政事務点検 

評価委員会 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況についての点検及び

評価を行うにあたり、教育に関し学識経験を有する者の知見を活

用するため、設置するもの。 

協働 同じ目的のために、協力して働くこと。 

交流人口 外部からある地域に観光、通勤・通学、ショッピング、スポーツ、

レジャーなどの目的で訪れる人口のこと。 

国連サミット 国連持続可能な開発サミットのこと。ニューヨークの国連本部で

開催される国際会議。 

サ
行 

三遠ネオフェニックス 日本の男子プロバスケットボールリーグのＢリーグに加盟して

いるクラブ。愛知県東三河地域と静岡県遠州地域の総称である三

遠地域の架け橋となり、共にスポーツを通じて成長し合うことを

目指しており、チーム名の「フェニックス」は決してあきらめず

勝利に向かって飛び続ける、不死鳥のようにという願いが込めら

れています。また、「ネオ」はギリシャ語で新しいを意味し、こ

れまでの不死鳥は新たに再生を遂げ、バスケットボール界の新た

な時代を力強く羽ばたいていくという決意を表しています。 
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 掲載用語 解説内容 

サ
行 

指定管理者制度 民間の活力や知識、技能を公の施設の管理運営に活かし、市民サ

ービスの向上、経費の節減などを図ることを目的とした制度のこ

と。この制度により、民間事業者やＮＰＯ法人なども管理者の対

象に加えられるとともに、管理者の権限が拡充されることから、

施設が持つ機能の一層の向上を図り、より実態に合わせた運営を

行うことができるなど、利用者に対して満足度の高いサービスの

提供と経費の節減が期待できます。 

シティセールス 多くの人に住んでもらい、訪れてもらうため、まちの魅力を地域

の内外へ情報発信し、「まちを売り込む」こと。 

社会教育審議会 社会教育に関し、教育長を経て教育委員会に助言する機関。審議

会の委員である社会教育委員は、以下のような職務を行っていま

す。①社会教育に関する諸計画を立案すること。②定時または臨

時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して意見を

述べることや、このために必要な調査研究を行うこと。 

生涯スポーツ 一人ひとりが、それぞれの体力や年齢・技術・興味・目的に応じ

て、いつでも・どこでも・いつまでも、その生涯にわたってスポ

ーツに親しみ、楽しむこと。 

小・中学生の運動・ス

ポーツ活動に関するア

ンケート調査 

本計画の策定にあたって、市内の小学６年生と中学３年生を対象

として、運動やスポーツ活動の様子を把握することを目的に実施

したアンケート調査のこと。 

ステークホルダー 利害関係者のこと。 

スポーツ振興基金事業 市民のスポーツ振興を目的として、平成 24 年度に創設をしたス

ポーツ振興基金を活用し、スポーツ振興事業費補助として、国際

大会や全国大会を始めとする各種スポーツ大会に出場する選手

を支援・応援するために奨励金や激励金を交付するもの。また、

多くの市民にスポーツと関わる機会を提供するイベントを開催

する団体に助成金を交付する事業のこと。 

スポーツ実施率 週に１日以上のスポーツを行っている人の割合のこと。 

スポーツツーリズム スポーツを「みる」「する」ための旅行そのものや周辺地域観光

に加え、スポーツを「ささえる」人との交流、あるいは生涯スポ

ーツの観点からビジネスなどの多目的での旅行者に対し、旅行先

の地域でも主体的にスポーツに親しむことのできる環境の整備、

国際競技大会の招致・開催、合宿の招致も包含した、複合的でこ

れまでにない「豊かな旅行スタイルの創造」を目指すもの。 

スポーツの成長産業化 スポーツ市場を拡大し、その収益をスポーツ環境の改善に還元

し、スポーツ参画人口の拡大につなげるという好循環を生み出す

ことにより、スポーツの市場規模を拡大することを目指すこと。 

スポーツライフ 継続的に適切な運動やスポーツを取り入れた生活のこと。 

スポーツ立国の実現 スポーツを通じ「国民が生涯にわたり心身ともに健康で文化的な

生活」を営むことができること。 
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 掲載用語 解説内容 

サ
行 

生活習慣病 食習慣、運動習慣、休養、喫煙、飲酒等の生活習慣が、その発症・

進行に関与する疾患群のこと。 

タ
行 

第６次豊川市総合計画 地方分権時代にふさわしい自立した自治体がめざすまちづくり

の方向と、その実現に向けた方策を明らかにし、総合的かつ計画

的な行政運営を図るための基本となる計画のこと。2016～2025

年度を計画期間とする第 6次豊川市総合計画は、豊川市の将来像

などを定めた「基本構想」、それを実現するための目標や手段を

明らかにする「基本計画」、さらに具体的な事業を示す「実施計

画」の 3層で構成しています。 

第２期豊川市教育振興

計画 

教育基本法第 17 条第 2 項に基づく計画で、豊川市が目指す教育

の姿を明らかにし、今後取り組むべき施策を総合的・計画的に推

進するための計画のこと。 

第３次豊川市生涯学習

推進計画 

教育行政部門だけでなく、一般行政部門とも密接に連携を保ちな

がら、市民生活に広範かつ多岐に関わりを持つ生涯学習を、総合

的、体系的に推進することを目指すための計画のこと。 

地域コミュニティ 一定の地域を基盤とした住民組織、人と人とのつながりであり、

そこに暮らす地域住民が構成員となって、地域づくり活動や地域

課題の解決等、その地域に関わる様々な活動（町内会活動をはじ

めとしたスポーツ、祭礼、防災など）を自主的・主体的に展開し

ている地縁型団体・組織（集団）のこと。 

地方創生 少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかける

とともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地

域で住よい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を

維持していくために、まち・ひと・しごと創生に関する施策を総

合的かつ計画的に実施するもの。 

トップアスリート ある競技で最高水準の実力を持つスポーツ選手のこと。 

豊川市のスポーツに関

する市民意識調査 

本計画の策定にあたって、18 歳以上の市民を対象として、スポ

ーツに関する取組やご意見等を把握することを目的に実施した

アンケート調査のこと。 

ナ
行 

ニュースポーツ 子どもから高齢者までの誰もがいつでも気軽に楽しめることを

目的として、新しく考案されたり紹介されたりしたスポーツで、

ルールが易しく適度な運動量があります。インディアカ、ダーツ、

グラウンド・ゴルフ、ワンバウンドふらば～るバレーボールなど、

数多くの種目があります。 

ハ
行 

パブリックビューイン

グ 

別の会場で行われているスポーツの試合を広場や公民館の特設

会場などに設置された大型スクリーンで観戦すること。 

バリアフリー 高齢者や障害者が暮らしの中で行動の妨げとなる障壁や危険箇

所を取り払い、安全で快適な生活環境をつくること。 

ＰＤＣＡ Ｐ（Plan=計画）、Ｄ（Do=実行）、Ｃ（Check=評価）、Ａ（Action=

改善）の頭文字で、これらを循環的に繰り返していくことで業務

等の効率化を図ること。 
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 掲載用語 解説内容 

ハ
行 

ビジネスパーソン 実業家、経営者、会社員または事務員のこと。性差のない言葉と

して、ビジネスマンやビジネスウーマンに代わり用いられる用語

のこと。 

ファシリティマネジメ

ント 

施設とその環境（ファシリティ）を総合的に企画、管理、活用す

る経営活動のことを指します。本市の公共施設の多くは、第２次

高度経済成長期の老朽化が進み、一斉に更新時期を迎えることか

ら、更新費用の増大がみこまれています。そこで、市では「ファ

シリティマネジメント」という手法を導入し、土地・建物・設備

など財産を経営的な視点に基づき適正な施設配置と効率的な管

理運営の実現に向けた取組みをしています。 

ヤ
行 

ユニバーサルデザイン ユニバーサル＝普遍的な、全体の、という言葉が示しているよう

に、「すべての人のためのデザイン」を意味し、障害の有無や年

齢、性別、人種などにかかわらず、あらゆる人が利用しやすいよ

うに製品や都市、生活環境をデザインするという考え方のこと。 

ラ
行 

ライフステージ 人間の一生において少年期、青年期、壮年期、老年期などに区分

される生活環境の各段階のこと。 
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